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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2020-525646(P2020-525646A)
【公表日】令和2年8月27日(2020.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-034
【出願番号】特願2019-572071(P2019-572071)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｆ  11/173    (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   5/12     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   5/14     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/50     (2006.01)
   Ｃ２３Ｆ  11/167    (2006.01)
   Ｃ２３Ｆ  14/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｆ   11/173    　　　　
   Ｃ０２Ｆ    5/00     ６１０Ｆ
   Ｃ０２Ｆ    5/10     ６１０Ａ
   Ｃ０２Ｆ    5/10     ６２０　
   Ｃ０２Ｆ    5/10     ６２０Ａ
   Ｃ０２Ｆ    5/10     ６２０Ｂ
   Ｃ０２Ｆ    5/10     ６２０Ｃ
   Ｃ０２Ｆ    5/10     ６２０Ｄ
   Ｃ０２Ｆ    5/00     ６２０Ｂ
   Ｃ０２Ｆ    5/12     　　　　
   Ｃ０２Ｆ    5/14     　　　Ｂ
   Ｃ０２Ｆ    1/50     ５１０Ａ
   Ｃ０２Ｆ    1/50     ５２０Ｋ
   Ｃ０２Ｆ    1/50     ５３１Ｌ
   Ｃ０２Ｆ    1/50     ５３１Ｍ
   Ｃ２３Ｆ   11/167    　　　　
   Ｃ２３Ｆ   14/02     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月24日(2021.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－２．５乃至３である水ＬＳＩ値の範囲にわたってスケールを抑制するために水を有す
る水システムを処理する方法であって、
　アミノ酸系ポリマー又はその水溶性塩と、ヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩と
、第２のホスホン酸又はその水溶性塩とを水システムの水に加える工程を含んでおり、
　前記加える工程は、２ｐｐｍ～５０ｐｐｍのアミノ酸系ポリマー又はその水溶性塩の有
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効濃度と、２ｐｐｍ～５０ｐｐｍのヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩の有効濃度
と、１．５ｐｐｍ～２０ｐｐｍの第２のホスホン酸又はその水溶性塩の有効濃度とを、水
システムの水にもたらしてスケールを抑制し、
　亜鉛又はモリブデンが、或いは亜鉛及びモリブデンを含む化合物が、水システムの水に
加えられない、方法。
【請求項２】
　第２のホスホン酸は、ＨＥＤＰ、ＰＢＴＣ、又はそれらの両方であって、水のＬＳＩは
、前記加える工程の前で０．２～０．３であり、
　スケールを形成させることなく、前記加える工程後の水のＬＳＩを前記加える工程の前
のＬＳＩよりも増加させることを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　－２．５乃至３である水ＬＳＩ値の範囲にわたって腐食を抑制する工程を更に含んでお
り、
　前記加える工程は、
（１）水システムの水の量において、３ｐｐｍ～５０ｐｐｍのアミノ酸系ポリマー又はそ
の水溶性塩の有効濃度と、２ｐｐｍ～２０ｐｐｍのヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶
性塩の有効濃度と、１．５ｐｐｍ～１０ｐｐｍのホスホノカルボン酸又はその水溶性塩の
有効濃度とをもたらしてスケールを抑制する、或いは、
（２）アミノ酸系ポリマー又はその水溶性塩の３ｐｐｍ～５０ｐｐｍの有効濃度と、ヒド
ロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩の３ｐｐｍ～５０ｐｐｍの有効濃度と、２ｐｐｍ～
２０ｐｐｍの第２ホスホン酸又はその水溶性塩の有効濃度とをもたらして腐食を抑制する
、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記加える工程は、アミノ酸系ポリマーとして少なくとも５．２ｐｐｍのポリアスパラ
ギン酸又はその水溶性塩の有効濃度と、少なくとも５．０ｐｐｍのヒドロキシホスホノ酢
酸又はその水溶性塩の有効濃度と、第２のホスホン酸として少なくとも１．５ｐｐｍのＨ
ＥＤＰ又はその水溶性塩の有効濃度、或いは、第２のホスホン酸として少なくとも３．４
ｐｐｍのＰＢＣＴ又はその水溶性塩の有効濃度とをもたらす、請求項１乃至３の何れかに
記載の方法。
【請求項５】
　前記加える工程は、水システムにおいて少なくとも６．５ｐｐｍであるアミノ酸系ポリ
マー又はその水溶性塩、ヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩、及び第２ホスホン酸
又はその水溶性塩の総有効濃度をもたらす、請求項１乃至４の何れかに記載の方法。
【請求項６】
　アミノ酸系ポリマーがポリアスパラギン酸又はポリアスパラギン酸の水溶性塩である、
請求項１乃至５の何れかに記載の方法。
【請求項７】
　アミノ酸系ポリマー又はその水溶性塩、ヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩、第
２ホスホン酸又はその水溶性塩、及びトレーサが、前記加える工程の前に処理用組成物中
で組み合わされ、
　トレーサの測定に基づいて、水システムの処理用組成物の量を定期的に測定する工程を
含む、請求項１乃至３の何れかに記載の方法。
【請求項８】
　必要に応じて追加の処理用組成物を加えて、少なくとも２ｐｐｍのアミノ酸系ポリマー
又はその水溶性塩の有効濃度と、少なくとも２ｐｐｍのヒドロキシホスホノ酢酸又はその
水溶性塩の有効濃度とを維持する工程を更に含んでおり、 ここで、これらの濃度は、水
システムの水に加えられたときのものである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　水システムの水は殺生物剤を含む、請求項１乃至８の何れかに記載の方法。
【請求項１０】



(3) JP 2020-525646 A5 2021.7.26

　水システムの水は７を超えるｐＨを有する、請求項１乃至９の何れかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記加える工程前のＬＳＩ値は、０．２乃至３．０であり、
　前記加える工程前のＬＳＩと比較して、スケール形成なしで前記加える工程後の水のＬ
ＳＩを増加させる工程を更に含む、請求項１乃至１０の何れかに記載の方法。
【請求項１２】
　第２のホスホン酸はＨＥＤＰ又はその水溶性塩であり、アミノ酸系ポリマーはポリアス
パラギン酸又はその水溶性塩である、請求項１乃至１１の何れかに記載の方法。
【請求項１３】
　水システムの水にスズが加えられない、請求項１乃至１２の何れかに記載の方法。
【請求項１４】
　第２のホスホン酸は、ＨＥＤＰ、ＰＢＴＣ、又はそれらの両方であって、水のＬＳＩは
０．２より小さい、請求項３に記載の方法。
【請求項１５】
　水システムは再循環水システムである、請求項１乃至１４の何れかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記加える工程は、２．６～５．２ｐｐｍのアミノ酸系ポリマー又はその水溶性塩の有
効濃度と、２．５～５．０ｐｐｍのヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩の有効濃度
と、３．２～８．５のｐｐｍの第２ホスホン酸又はその水溶性塩の活性濃度をもたらし、
　第２のホスホン酸は、ＰＢＴＣ又はその水溶性塩、或いは、ＨＥＤＰ又はその水溶性塩
であり、
　（１）前記加える工程後のＬＳＩ値は、スケールが形成されることなく前記加える工程
のＬＳＩ値と比較して少なくとも１増加する、及び／又は、（２）水システムが再循環水
システムであって、濃縮サイクルは、スケールが形成されることなく前記加える工程後４
を超えて増加する、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　水システムは冷却塔又はボイラーシステムである、請求項１乃至１６の何れかに記載の
方法。
【請求項１８】
　スケールを抑制するために、水システムの水の量におけるアミノ酸系ポリマー又はその
水溶性塩と、ヒドロキシホスホノ酢酸又はその水溶性塩と、第２のホスホン酸又はその水
溶性塩の総有効濃度は、５．５ｐｐｍ～１３．６ｐｐｍであって、
　第２のホスホン酸はＨＥＤＰである、請求項１に記載の方法。
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